
 

 

                              
  大阪マイペンライ１０第５号 

平成２２年５月２８日 
独立行政法人 
郵便貯金・簡易生命保険管理機構 
理 事 長  殿 

アジア保育教育交流推進実行委員会 
代 表  森  み ど り    

 
 

国際ボランティア貯金に係る寄付金による援助事業の完了報告書 
（機構第４０６９号（Ｈ２１．３．３）関連） 

 
 
 標記について、下記のとおり報告します。 
 
 

記 
 
１ 援助事業名（対象国・地域） 

スラム地区、少数民族居住地区の保育園・図書館スタッフのスキルアップ研修の実施及び保育・幼児教育研

修センターの設置〔タイ〕（タイ王国・バンコク、ターソンヤン郡） 
 
 
 

２ 配分額 
 

配分額  ３,５２９、０００円 
内訳   受領額    ３,４９９,０００円（既返還額除く） 

      未受領額          ０円 
      返還予定額  ４８８，５８１円 
 
 
 
３ 配分事業の総費用額等 
 
 総費用額   ４，２８３，２９４ 円 
  内訳  自己資金額（総費用額－（受領額－返還予定額））１，２７２，８７５円 
      自己資金額の割合（自己資金額÷総費用額×１００）２９．７ ％ 
 

様式 ２ 



 

 

 
 
４ 援助事業の実施状況及び効果等 
（１） 日本人スタッフの派遣状況（様式７） 

別紙 
（２） 第１回バンコク研修事業 

内容： バンコクの保育園・保育士を対象とした「手作りおもちゃ」「集団遊び」「絵本の読み聞かせ」「手

作り絵本」などについての研修 

 日程 

８月３１日（月） 関西空港発   スタッフ４名出発 

         バンコク到着  スラムの見学と事業説明 

研修についての財団スタッフとの最終打ち合わせ及び準備 

９月１日（火）～２日（水）シーカーアジア財団スタッフを対象とした研修 

         テーマ 「子どもの育ち」「手作りおもちゃ」「絵本を楽しもう」 

         研修対象: シーカ・アジア財団スタッフ     参加人数; 21人 

 ３日（木） 財団スタッフ及びバンコクの教育関係者を対象とした研修 

テーマ 「絵本を読み合うということ」 

          シーカーアジア財団(２０人)と大学、出版関係者(４２人) 

   ４日（金）～５日（土）一般公募による保育教育者を対象とした研修 

テーマ 「子どもの育ち」「手作りおもちゃ」「絵本を楽しもう」「集団遊び」 

バンコク市内保育園。幼稚園から公募で参加者  参加者；８２人 

６日（日） 「研修・教材センター」開設に向けた最終準備および打ち合わせ 

      「研修・教材センター」開設式 

      スタッフ２名 深夜便で帰国 

７日（月）～９日（水）スタッフ２名による現地状況の調査、スラム・農村等の視察（予定） 

９日（水） スタッフ２名 深夜便で帰国    

派遣者の氏名と活動日程 

蕨川晴之  （わかくさ保育園・保育士）     ８月３１日～９月６日 

廣田峰子  （こども情報研究センター・保育士） ８月３１日～９月６日 

加藤啓子  （絵本出版社絵本普及員）      ８月３１日～９月６日（９日まで滞在） 

松尾純代  （帝塚山大学教員・保育士）     ８月３１日～９月６日（９日まで滞在） 

村中李衣  （児童文学教授）          ９月３日～９月５日（団体負担） 

  増田和生  （大阪マイペンライ）        ９月２日～９月６日（団体負担） 

稲葉貞夫   (大阪マイペンライ)         ９月４日～９月６日（団体負担）  

 

（３） 研修・教材開発センターの設置 

  名称  研修教材開発センター 

場所  バンコク都 クロントイ・スラム   シーカー・アジア財団敷地内 

設備・備品の内容 

   センターの面積 ：３３㎡（６×５．５ｍ） 



 

 

   設備： 玄関扉、看板、作業用机、いすほか 

   図書：保育園補充用絵本  １０００冊、参考書籍・参考絵本 ３３３冊 

   教材：布絵本１０冊、エプロンシアター３０セット、手作りおもちゃ２０種、素材（フエルト、刺繍糸

など）などを備える。 

   パソコン： インテルコアプロセッサー、２．３３ＧＨｚ、２ＧＢ 

        メモリー ２ＧＢ、デスクトップディスプレー 

        プリンター、無停電電源装置 ほか 

   ウェブ： ２０１０年２月に開設し、順次内容を追加している。 

       http://www.tdecenter.org/ 

   その他：ダンボールの面展台などを備えている。 

   運営方式 

    シーカー・アジア財団が管理運営し、当会の招聘研修（２００９年７月４日～１８日に大阪で実施）

に参加した同財団のスタッフ２名がセンター担当として、運営に当たる。 

    運営スタッフ氏名  （アリッサー・ウッパーシー）（ピヤマート・ナークトンクン） 

 開所式・供用の開始  

   ２００９年９月６日  午前１０時 

   出席 シーカー・アジア財団 アルニー事務局長 

      アジア保育教育交流推進実行委員会 稲葉事務局長 

   来賓 駐タイ日本大使館 元林 一等書記官 

 

（４）第２回ターソンヤン郡研修事業 

 第２回ターソンヤン郡研修事業 

内容： ターソンヤン郡の保育園・保育士を対象とした「手作りおもちゃ」「集団遊び」「絵本の読み聞か

せ」「手作り絵本」などについての研修 

日程 

２月１７日（水）関西空港発   スタッフ４名出発 

         バンコク到着  ターク県に向けて移動 

研修についての財団スタッフとの合わせ 

１８日（木）現地事情についての研修・視察 

        研修についての最終打合せ・準備 

 １９日（金）研修「手作りおもちゃ、集団遊び」「子どもの育ちの保障」 

       研修参加者  ６５名 

 （保育園・幼稚園関係者 ３８名、学校関係者 ２０名、行政その他関係者 ７名） 

 ２０日（土）研修「絵本の読み方、楽しみ方」「手作り絵本」 

       研修参加者  ６５名 

２１日（日）研修・討議「グループでの話し合い」 

      研修参加者  ６５名 

       バンコクへ移動 

 ２２日（月）バンコクのスラム地区視察 

 ２３日（火）教材開発・研修センター登録者の集いでの意見交換 

http://www.tdecenter.org/�


 

 

 ２４日（水）ターク県での研修の総括会議 事業全体のまとめの会議ほか 

       バンコク発 深夜便で帰国 

派遣者の氏名と活動日程 

稲田祥子  （わかくさ保育園・保育士）     ２月１７日～２４日 

二葉智代  （こども情報研究センター・保育士） ２月１７日～２４日 

加藤啓子  （絵本出版社絵本普及員）      ２月１７日～２４日 

松尾純代  （帝塚山大学教員・保育士）     ２月１７日～２４日 

（５）モニタリング 
  第１回研修事業後の状況、研修・教材開発センター設置後の反響等についてヒヤリングを行う。 

  日程 ２００９年１２月  
（６） 援助事業の目標、事業計画の評価・反省 
  別紙 
 
５ 配分項目別経費の使用状況 

配分項目 
①配分決定

額     

（千円） 

②変更申請後及

び１０％以内の

流用後の額 
（円） 

③実際の使用額    
（円） 

④差額（①－③

又は②－③） 
（円） 

備考 

日本人専門家・スタッフ航空運

賃（日本－タイ：４人×１回） ３００ ３０００００ ２０８０００ ９２０００  

日本人専門家・スタッフ航空運

賃（日本－タイ：４人×１回） ３９２ ３７１０９４ １８７６８０ １８３４１４  

日本人専門家・スタッフ滞在費

（４人×６日＋４人×７日） １６８ １５６０００ １５６０００ ０  

日本人専門家日当（３人×７日

×２回） １４４ １２６０００ １３５０００ －９０００  

日本人専門家現地交通費（ガソ

リン代） １８ ２１６００ ７７０８４ －５５４８４  

研修会宿泊費（５００人） １５０ １５００００ ４５０２７ １０４９７３  
研修関係費（会場費：２カ所） ２７ ２７０２３ ２７０２３ ０  
研修関係費（資料作成費・教材

購入費：８０人×２回） ２１６ ２２３６７７ ２２３６７７ ０  

現地交通費（ガソリン代） ７２ ７２０００ １１０４１ ６０９５９  
人件費現地スタッフ・研修会準

備、運営補助スタッフ日当（１

０人×５日×２回） 
６０ ６００００ ９６６４０ －３６６４０  

人件費現地スタッフ・通訳日当

（７日×２回） ４２ ４２０００ ４２０００ ０  

研修センター設置・運営費（改

修工事一式） ６３０ ６３１９４３ ６３１９４３ ０  

研修センター設置運営費（教材

購入一式） １２６ １２６０００ １００１３２ ２５８６８  

研修センター設置運営費（参考

図書等購入費一式） １８０ １８００００ １６８８４０ １１１６０  

研修センター設置運営費（保育

園補充用絵本購入費：１５冊×

５０カ所） 
４７３ ４７３０００ ４６７６７７ ５３２３  

研修センター設置運営費（デー １５３ １５３０００ １５１６２３ １３７７  



 

 

タ処理用パソコン購入費） 
研修センター設置運営費（広報

紙、カタログ作成費） １２６ １２６０００ １２２８８２ ３１１８  

研修センター設置運営費（ウェ

ブ作成経費） ７２ ７９６６３ ７９６６３ ０  

現地スタッフ雇用費（１２カ

月） １８０ １８００００ １７９６１１ ３８９  

合    計 ３５２９ ３４９９０００ ３１１１５４３   
返還予定額    ４８８５８１円 

 
①配分金に係る会計帳簿        別添 
国際ボランティア貯金事業帳簿（国内） 
国際ボランティア貯金事業帳簿（現地） 
国際ボランティア貯金項目別支出表 
国際ボランティア貯金項目別集計表 
 

②配分金に係る領収書等の添付    別添 
 
 
③両替票の添付           別添 
 

 
 
 
６ 援助事業の完了時期 
 平成２２年３月３１日 
 
 
 
 
７ 現地の人々の反響・意見 
（１）シーカー・アジア財団スタッフを対象とした研修 

テーマ 「子どもの育ち」「手作りおもちゃ」「絵本を楽しもう」「手作り絵本」 
９月１日（火）～２日（水）    参加人数; 21 人 
・ 各事業体制を工夫し昨年とは違うスタッフを送り出している事業所と、昨年と継続した参加者があっ

た。 
・ 手作りおもちゃについては、昨年とは違うおもちゃであったことから新たなおもちゃの開拓が出来た

と評価が高かった。 
・ 絵本、手作り絵本については、昨年に引き続く加藤啓子さんと新たに村中さんが加わり、より充実し

た内容となった。 
・ 全体を通して、こどもとともに遊ぶことの大事さ、楽しくコミュニケーションをとること、読み手と

こどもが絵本を通して心を通いあわせることなどを実体験する研修となったようだ。 



 

 

・ アンケートの詳細結果はまだ出来ていないが、内容・運営状況について評価が高く次回開催を求める

意見が多くあった。 
（２）財団スタッフ及びバンコクの大学関係者・出版関係者を対象とした研修 
テーマ 「絵本の力を現場に活かす」  

    シーカー・アジア財団(２０人)と大学、出版関係者(４２人)   
 ‘  加藤啓子さん、村中李衣さん、二人のコラボレーションの講義で、大学関係者、医療関係者、出版関係

者などスタッフ以外に４２人が参加した。昨年に引き続く研修であり、昨年の評価の高さが今回の人数増

加につながったと思われる。 
・ こどもと読み会うことの楽しさを伝える研修であったが、アンケートに書かれた内容には、｢絵本を読

み手が楽しむことが、こども自身が絵本を楽しむことにつながる｣｢絵本を通してこどもコミュニケー

ションをとることの大事さを感じた｣｢絵本の絵を読むことを学んだ｣などなど、研修会の意図を理解し

ての意見が多く現れていた。 
・ また、研修終了後に講師を取り囲んでの意見交流も上記の内容が多くあった。 

（３）一般公募による保育教育者を対象とした研修 
テーマ 「子どもの育ち」「手作りおもちゃ」「集団遊び」「絵本を楽しもう」「手作り絵本」 
バンコク市内保育園。幼稚園から公募で参加者    参加者；８２人 

・ 昨年引き続いての参加者は数人で、新たな参加者が大半であった。各保育園、幼稚園は体制を工夫し、

新たな参加者を研修に出してきたと思われる。その人数が８２人であり、昨年の評価の高さが伺われ

る申し込み人数であった。 
・ アンケート集計詳細は出来ていないが、参加者の感想、アンケート記載の感想などには、この内容で

の研修を実施したシーカー・アジア財団に対して感謝する意見が相次いでおり、こどもとのコミュニ

ケーションの大事さ、「絵本を読み会う」意義、こどもが楽しめる保育所にしたいなどの意見が出され

ており、研修開催の意義、開催趣旨は十分伝えられる研修であったと思われる。 
・ シーカー・アジア財団、研修教材開発センターの意義付けにもつながり、会員も１００名に増えてい

る。 
・ ７日には、研修実施の依頼が研修教材開発センター届いており、評価の高さの現れである。 
 

（４）バンコク保育士研修会に関するアンケート 結果   別紙 

 

（５）研修教材開発センター会員との懇親会        別紙 

 

 



 

 

８ 監査結果 
 上記の記載事項及び会計書類を監査したところ、援助事業の実施結果は正しく記載されており、また配分金

の適正な使用と添付の会計書類に不備がないことを確認した。 
 

監査年月日 平成２２年５月２５日 
 

監査役氏名           印 
 

監査役氏名           印 


